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                         2011.1.27 

新年おめでとうございます．政治，経済をはじめとして，日本の社会全体が閉塞感に覆われてい

る感じですが，本年も会員の皆様とともに陽転思考のもとに力強く歩を刻んでいきたいと思います．

ご協力・ご支援をよろしくお願い申しあげます． 

１ 定例会[大阪]2011-1-22 が，2011 年 1 月 22（土）に大阪大学大学院基礎工学研究科Ｊ棟 617 号

で開催されました[敬称略]． 

  演者・演題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・座長：冨金原悟/坂本 亘 

・ 吉川隆範：統計的変換論の研究(2)．    ・ 横山隼人：統計的視覚表現法の研究(2)． 

・ 大山秀輔：交互作用とその評価(3)．    ・ 山口祐介：データの復元とその問題(5)． 

・ 池田敏広：階層仮説に基づくモデル選択．   ・ 尾崎寿昭：形状不変モデルとその推定(2)． 

・ 米山昭成：リウマチの治療効果の計量と評価． ・ 柴田義貞：回帰分析と群間比較． 

・ 後藤昌司：計画と遂行の過程:2011 年を迎えて． 

なお，課題検討会は「うを清」にて開催され，11 名の方々が参加されました．次回は 2011 年 5 月

28 日（土）に開催される予定です． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例会でのひとこま 
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２ 特定主題シンポジウム 2011「国際共同治験における事例研究と統計的諸法」が 2011 年 1 月 29

日(土)にアステラス製薬㈱ 東京本社別館 信和ビル 6 階会議室にて開催されます．演者と演題は

以下のとおりです[敬称略]． 

  ・坂谷泰史：国際共同治験：症例数と日本人の割合 

  ・池田公俊：国際共同治験に関する統計的諸問題  

  ・下川敏雄：がん臨床試験における医師主導型国際共同治験の紹介と統計的問題提起  

  ・関根恵理：国際共同治験から得られたもの  

  ・河合統介：国際共同治験を考える  

  ・安藤友紀：国際共同治験：評価の経験と今後の課題  

  ・小野俊介：国際共同試験というお作法：規制が生んだ歪みを皆で語ろう（クビにならぬ程度に） 

 なお，上記のご講演の後にパネル討論「事例にみる国際共同治験」が予定されています．議事・進行

は伊藤雅憲，藤澤正樹の組織者が担当されています． 

３今後の事業の予定を以下に列記いたします[敬称略]． 

(1)特定主題セミナー2011「臨床検査値の変動と評価」を以下の次第で開催いたします[敬称略]． 2008

年 6 月 21 日に岡山にて開催しました特定主題シンポジウム 2008「医学・健康の計量分析」(日本

行動計量学会・第 92 回行動計量シンポジウムとの共催)での諸種の問題点について，さらに深めた

議論を意図しています．ご参加をよろしくお願いいたします． 

    日時：2011 年 3 月 12 日(土) 10 時～16 時 30 分 

    会場：大阪大学大学院基礎工学研究科 J 棟 

    講師：丸尾和司・五十川直樹・大江基貴・他 1 名[交渉中] 

    組織者：坂本 亘・越智義道・後藤昌司 

 (2)2005 年から続けて参りました特定主題セミナー「臨床評価におけるデータマネージメントの過

程」を，6 年間の継続の実績を踏まえ，平成 23 年度には，これまでの参加者を主体に「実践活動

発表会」を 6 月 10 日(金)に開催する予定です．できるだけ多くの方々に，これまでの経験事例や

問題点などをご紹介いただく予定です．ご参加・ご発表をよろしくお願いいたします． 

 プログラムの詳細は 4 月 15 日頃に配信いたします． 

４ 本研究会の連携事業および周辺学会の今後の予定を以下に記します[敬称略]． 

(1)日本心血管インターベンション治療学会からの要請を受け，同会誌に「医学統計概論」の連載を

担当しています．最新号に 2 回目の作品が掲載されています． 

坂本 亘・後藤昌司．医学統計概論：多変量解析とは．日本心血管インターベンション治療学

 会誌(CVIT)，2(4)，295-302，2010． 

(2)大分統計談話会・第 43 回大会が以下の次第で開催されます． 

日時：2011 年 2 月 17(木)-18 日(金)． 

会場：富士通大分システムラボラトリ・AV ホール 2 階． 

・特別講演 

 首藤勝次(竹田市市長）：基礎自治体の自立 
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 林 篤裕(九州大学)：大学における最近の教育事情(仮) 

・特別セッション：疫学と統計学の世界 

  横田賢一(長崎大学)：疫学の立場からみた統計学への要望(仮) 

  三根 真理子(長崎大学)：疫学と統計学の協調(仮) 

  柴田義貞(長崎大学)：疫学と統計学の研究から：経験則(仮) 

５ 平成 22 年度の事業の進捗と二三の成果をご報告いたします． 

(1)平成 22 3  

日時：2011 年 3 月 12 日(土) 16 時 30 分～17 時 30 分 

     会場：大阪大学大学院基礎工学研究科 J 棟 

    議題： 

1. 平成 22 年年度事業報告（案）．  

2. 平成 22 年年度収支計算書（案）．  

3. 平成 23－24 年度理事：変更． 

ɶ 平成 23 年度：名簿の確認．  

ɶ 理事の役割分担．  

4. 会員動向：平成 23 年 3 月 12 日現在．  

5. 平成 23 年度事業計画(案)．  

   理事の方々にはご参集をよろしくお願いいたします． 

(2)平成 22 年度も残すところ 2 か月となりました．本研究会の会員で，ウィンター・フォーラム 2010

でご報告いただいた平成 22 年度での研究報告と作品を以下にご紹介いたします． 

    成書 

  ・後藤昌司：遊学一如の世界．大愚の会[自費出版]，2010． 

  ・後藤昌司・藤澤正樹：単回帰解析の過程．特定非営利活動法人 医学統計研究会． 

  研究・開発論文(和文) 

・下川敏雄・後藤昌司：拡張型ルール・アンサンブル法とその診断．日本計算機統計学会 第 24

  回大会論文集，2010． 

・杉本知之・河合統介・後藤昌司．医学統計概論：臨床研究デザインの基礎と統計手法の基本的

  考え方．日本心血管インターベンション治療学会誌(CVIT)，2(3)，235-243，2010． 

・川端ゆみこ・坂本 亘・白旗慎吾・後藤昌司：ベキ正規分布に基づく生体リズムの評価．日本

  計算機統計学会 第 24 回シンポジウム論文集，65-66，2010． 

・藤澤正樹・後藤昌司：データの圧縮と復元の方法：研究過程と成果．日本計算機統計学会日本

  計算機統計学会 第 24 回シンポジウム論文集，87-92，2010． 

・山口祐介・坂本 亘・白旗慎吾・後藤昌司：臨床評価におけるデータの復元と活用．日本計算

  機統計学会 第 24 回シンポジウム論文集，93-96，2010． 

・山邉太陽・後藤昌司：データの圧縮に用いられる評価指標．日本計算機統計学会 第 24 回シン

  ポジウム論文集，97-100，2010. 

・後藤昌司．「統計的データ解析の過程」再考．日本計量生物学会ニュースレター104 号，巻頭

  言 2010-11-30． 
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・下川敏雄・後藤昌司：ベキ正規分布に基づく ROC 曲線の構成．計算機統計学，23(1)，1-24，

  2010. 

・下川敏雄・小林美佐代・寺野真明・後藤昌司：身体の背面形状の分類に対する非階層型関数ク

  ラスター解析．日本感性工学会論文誌，10(2)，115-122，2011. 

 研究・論文開発(英文) 

・Motogaito, H.and Goto, M.:Ensembled multivariate adaptive regression splines with   

  nonnegative garrote estimator.Bulletin of the International Statistical Institute 57th  

  Session,Contributed paper.Paris,2010. 

・Nagakubo, T.and Goto, M,:Longitudinal data analysis based on ranks and its  

  performance. Bulletin of the International Statistical Institute 57th Session,Contributed 

  paper.Paris,2010. 

・Hamasaki, T., Sugimoto, T. and Goto, M. : Box and Cox transformation to additivity and 

  homoscedasticity in regression. Journal of Japanese Society of Computational Statistics, 

  23(1), 13-26, 2010. 

(3)平成 22 年度会費納入のお願い：日頃からいろいろとご支援いただいている会員の皆様に改めて申

しあげることが憚られますが，平成 22 年度(2010.4.1～2011.3.31)会費未納の方々には，早急に納

入していただくようにお願い申しあげます．医学統計研究会は特定非営利活動法人として，あくま

でご本人の「自主性」と「志」を重視していますので，よろしくお願いいたします． 

 

2011 年もいよいよ船出です．年頭にあたり，昨年に引き続き後藤昌司先生が諸種のの会合での閉会挨拶にご紹介する本研

究会で追求しています「世界に唯一の NPO として：NPO の格を求めて」の目標を以下に掲げます．          

「恥」と「矜恃」に敏感になること / 組織の人たちと「人間の格」を追求すること / 健全に「清富」を目指すこと．     

本年もご一緒によろしくお願いいたします．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・窓口 
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